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1. まえがき 
パケット通信システムの評価指標としてスループットが
使われるが，真のパケット発生率を考慮しない検討が多い
[1]．筆者らは，真のパケット発生率が一定という条件のも
とで，非リアルタイム系(再送回数制限なし)の DS-CDMA
パケット移動通信のスループットとリンク容量を求め，そ
の結果，スループットは不連続な特性を有することを明ら
かにした[2]．しかしながら，再送により伝送遅延が生じて
しまうので，リアルタイム系のサービスでは再送回数に制
限を設ける必要がある．本論文では，DS-CDMA を対象に，
スループット，残留パケット誤り率に及ぼす最大再送回数
制限の影響を明らかにする． 
2. 再送回数を制限した場合のスループット 
許容最大再送回数を M，平均パケット誤り率を pとする

と，再送を含めたパケット発生率λと真のパケット発生率
λ0の関係は次式で表される． 
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アクティブユーザ数を K とすると，トラフィック G とス
ループット Sは次式で表される． 
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また，残留パケット誤り率(PER) resp は次式で与えられる． 
M

res pp =               (3) 
3. 理論解析結果 
図１に M をパラメータとしてプロットしたスループッ

ト特性を示す．M が小さいほどスループットの最大値は大
きくなる．これは M が大きいほど少ないユーザ数でも再
送パケットの急増が発生するからである． 図 2 に残留
PER を示す． M を大きくしても残留 PER が小さくなる
わけではない．これは M が大きいほど少ないユーザ数で
も再送パケットの急激な増加が発生してしまうからである．
従って，ある所要残留 PER を確保できる最大のユーザ数
を得る M の値は ∞→M とはならない．例えば，所要の残
留 PER＝10－1を満足するユーザ数を最大とする M の値は
M=2，10－2のときにはM=3となる．  
4．むすび 
DS-CDMA パケット通信におけるスループット及び残留パ
ケット誤り率に及ぼす再送回数制限の影響を明らかにした．
その結果，真のパケット発生率が一定のとき許容再送回数
M が小さいほどスループットの最大値が大きくなること，
M を大きくしても残留 PER が小さくなるわけではないこ

とを明らかにした． 
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図１ スループット 
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図２ 残留 PER 
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